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ダ イズに対 す る家畜ふ ん尿施 用効果 に つい て

桃 谷  英 ・ 大 沼  彪

(山形県立農業試験場最上分場 )

コfFecte of Live Stock EKi■ ement on Soybean

Magartl MmA ・ いЯ Tako6hi ONOMA

(b10ga肛ュ Bra nch,Ya口Bgata PreFec●ュra■ Acricu■tura■  Experlment Station)

1 は  し め に

グイズの収量は一般に低 く, この低収要因の 1つに

不良な土壌に作付されていることがあげられる。この

ため,阻害土濃の化学性改良を重点に,家畜 (豚 )ふ

ん尿の施用法ならびに残効について検討 し, 2～ 3の

注 目すべき結果が得られたのでここに報告する。

2試 験 方 法

1 供試品種  オタシロメ

2 区の構成
(1)家 畜ふん尿の施用効果について (表 1‐ 1)

12)家畜ふん尿の残効について (表 1-2)

表 1-1 区の構成

注. 1)豚ぷん尿無施用区は大豆化成 actP/・施用
2)普通耕は '― ′リー耕,深耕はプラウ+ロー
タリー耕

表 1-2 区の構成

3 土壌条件
(" 土性  埴壌土 (火山灰 )

(2)供 試土壌の化学性 (表 2)
4 供試豚ぷん尿の成分 (表 3)

3試 験 結 果

1 家畜ふん尿の施用効果
0)初期生育
ふん尿施用によって発芽障害はないが生育が晏慢 で,

その後,窒素発現の多 くなる7月 中旬頃から旺盛に繁

茂する (図 1, 2)。 耕深による差は普通耕区で生育

が良い。

/ヽ/
主

茎

長
30

５
　
　
移

４号
　．哺

３
番
　
長茎

２
区
　
主口

～
‐‐機種後

"日
目

‐‐終花2週間後

°‐ヽ、/｀ヽ

～

― 播種御 日目
0・・ 終花 2週間後

分

枝

数

4

3

2

1

12345
区 番 号

図 2 分枝数の推移
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施用量Cの 施 用 法

基 1じ全量
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4 // 有 基肥全 量

5
深耕・燐酸多

改善区 施による土壌
改良

P吸の25“相当量 (よ
25う りん4:過石1)を 10“
作土換算
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初 年 度 (昭50) 2年度 (昭 51)
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肥料の種類およる曖 1巴小́ ■菫類および量

1 対 照 区
単肥 (硫安
塩加 )

(N:■ 61夕′a)

大豆化成
(N:o25り /a)

2 豚 ぷん尿区
豚ぷん尿 5t/a
(T― N:`7り /a) 無
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表 2 供試土壊の化学性
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終花 2週間後の地上部乾物重

図 4 生育および各形質 (対照区対比 )

12)稔性期間の生育

終花 2週間後に調査 したが,ふ ん尿施用区は生育量

が増大 し,図 5に 見られるように地上部乾吻重が頭著

に増加し改善区 (深 耕・燐酸多施 )と 大差ない生育で

ある。 しかし,そ の後.普蓋耕ふん尿施用区に過繁茂
によるまん化・倒伏が多めに観察 され着薬を阻害 した

ように思考される。

(31 威熱期における各形質

ふん尿施用により成熟期は 2日 前後遅廷するが,総

節数多 く有効節散・完全奏数は明 らかにまさり,改善区

と大差ない形質が確保され,特 に粒肥大が良い(表 4)。

(4)収 量との関係

深耕ふん尿施用区が7-ル当 り426初 の子実重で収

量最も多く,普通耕ふん尿施用区は40`均 で施用によ

り 8～ 14“の増収が認められた。なお,改善区に比較

し4“ の増収効果を認めふん尿施用による効果が高い。

2 家畜ふん尿の残効
家畜ふん尿施用のダイズは,初期生育が抑制され 7

月中旬頃までは主茎長が短く分校数 も少ないが,そ の

後,生育が旺盛になり成熟期においては主茎長・分枝

数ともにまさり,総節数・ 完全奏数も多く百粒重も重

い (図 4)。 このため,ふ ん尿施用により収量はア¢

増加 し,明 らかにふん尿の残効が認められた。

4 ま  と  め
ダイズに対する家畜ふん尿の効果および残効につい

て,次 のことが明 らかとな った。

1 家畜ふん尿を施用 したダイズは初期生育が抑制

されるが,窒素発現の多 くなる 7月 中旬頃から生育が

旺盛になり,完全葉数多 く粒肥大が良好で収量は高い。

2 普通耕のような熟畑においてもふん尿の施用効
果は認められるが,過繁茂が懸念されるので,ふ ん尿

の施用量・品色・橋種密度に検討を要する。

3 下層土がせき薄で特に深耕 (プ ラウ耕 )を行な
い反転 された作土で施用効果が高い。窒素および塩基

の補綸が生長・収量に影響を与えたものと推察される。

4 憲畜ふん尿を大量選元 したほ場において,施用
2年 目でもその残効が認められる。

図 6

表 5 豚ぷん尿の成分
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表 4 威熟期における各形質および収量
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